
異業種ジャパン青山定例会議事録

日時

福田、大竹、渡辺、斎藤（勝）、斎藤（恵）　、田中、嶋田、宮内、藤井、武田、野口、矢代、矢澤、並木、堀田　（敬称略）

講師：一の矢さん

議題 １．全異連からの報告（嶋田さん） 　　　役員会の総打ち合わせで話し合われた事項について

➀　新しい委員会の立ち上げについて（名称：広報・会員委員会）：

­　メルマガ配信、会員名簿作成など。総務委員会から分割し、総務委員会の仕事の一部を担う。

­　幹事会で承認され、正式発足される。メンバーなどはまだ未定。

➁　その他話し合われた事項：年度活動及び活動計画、予算報告、収支報告、監査報告、会則変更等について

③　全異連の正式名所の変更について⇒「の」を取ることになった。＝全国異業種交流会連合会となった。

④　新しいロゴマークについて　規定に則り会員は使って良い。

⑤　岩手ビジネス交流会が退会された＝サロン化してしまったのが理由。

２．２０１９全国大会～浜松大会（６月８日）について　（嶋田さんより）

➀浜松大会（6月8日）　以下3点についてジャパン青山としてどうするか

­　懇親会の中でプレゼント大会（各会５０００円相当のもの）

­　お酒の協賛のお願いが来ている。　地酒、焼酎を各単会1升以上または複数納入をお願いしたい。

­　二次会案について

↓

出席者に別途確認することになった

議事 ３．２０２０全国大会 in 東京について　（嶋田さんより）

● ２０２０年１０月１７日（土）、第一ホテル両国にて開催

● 主催は、首都圏ブロックの各単会（９単会）が協力し合う。

● 実行委員が毎月１回討議をしている。

● 集客を会員が協力すること

­３００～４００人の出席を確保したい。

議事 4.  相撲界の組織制度の素晴らしい面、シコトレレッスン

講師：元・一ノ矢（松田哲博氏・高砂部屋マネージャー）

　　   大相撲界初の国立大（琉球大学物理学科）出身で、昭和以降の最年長力士（46歳11ヵ月で引退） 

　　　著書：　「転ばぬ先の　シコ　」 ベースボール・マガジン社

　　　　　　　「股関節を動かして一生元気な体をつくる」実業之日本社、

　　　　　　　　他著書多数。

兎角、古い体質と批判されることの多い日本相撲協会ですが、実は、能力給と年功序列が併用される制度を含め

年金など極めて高度かつ緻密な制度を持つすごい先進的な組織ですのでその制度をご紹介頂きました。

また、同氏が普及に努めている「シコトレ」をご指導いただきました。

➀　相撲界の「給金」制度について

● 相撲組織の実は「進んだ」組織論

● 相撲を絶やさないための知恵

● 褒賞金について

～待遇改善をはぐくんできた歴史

～相撲で食べていけるシステムへ

● 相撲協会内だけで賄う身の丈に合った給与システム

➁シコトレレッスン

● しこの理論、ここから始めよう「シコ」

③相撲甚句を披露くださいました。

決定事項

連絡事項

次回開催

　

　　　議事録担当

出席者

2019年6月8日（土）～9日（日）全国大会 in 浜松

2019年7月定例会については7月幹事より別途ご連絡

堀田治見

2019年5月15日　（水）

世話人会：１７時

定例会：１８時

場所：目黒・ホテルプリンセスガーデン

　　　　1階宴会場
幹事：　並木・堀田


